
第
一
〇
八
収
容
所
　 

北
海
道
　
遠
藤
勝
好
　 

大
正
三
年
九
月
、
札
幌
市
で
出
生
。
伊
藤
組
に
勤
め
て
い
た

父
と
共
に
市
内
の
小
学
校
に
通
い
、
そ
の
後
父
の
転
勤
で
帯
広

市
に
移
住
。
柏
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
、
昭
和
四
年
に
札
幌

市
の
大
丸
藤
井
に
入
社
し
た
。

昭
和
九
年
、
旭
川
市
の
輜
重
第
七
連
隊
自
動
車
中
隊
に
現
役

入
隊
。
そ
の
後
朝
鮮
の
新
義
州
、
満
州
の
鉄
嶺
な
ど
の
派
遣
部

隊
に
勤
務
中
、
満
州
事
変
に
参
加
。
そ
の
後
、
中
国
の
広
東
付

近
の
兵
站
輸
送
勤
務
中
、

疾
病
で
広
東
野
戦
病
院
に
入
院
し
た
。

退
院
後
、
輜
重
第
四
連
隊
補
充
隊
を
経
て
帰
還
、
除
隊
し
た
。

昭
和
十
七
年
八
月
、
捜
索
第
七
連
隊
に
召
集
さ
れ
た
が
、
一

カ
月
未
満
で
解
除
さ
れ
た
。

同
二
十
年
初
め
に
第
八
十
九
師
団
司
令
部
に
召
集
さ
れ
、
四

月
末
、
釧
路
か
ら
樺
太
択
捉
島
の
天
寧
に
派
遣
さ
れ
た
。
終
戦

で
現
地
で
召
集
解
除
さ
れ
た
が
、
ソ
連
軍
に
侵
攻
さ
れ
、
日
本

軍
・
民
二
、
三
百
名
が
拿
捕
さ
れ
、
船
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
の

ソ
フ
ワ
ガ
ニ
に
連
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
私
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
九
月
二
十
三
日
の
こ
と
で
、
汽
車
で
二
時
間
足
ら
ず
の

第
一
〇
八
収
容
所
に
抑
留
さ
れ
た
が
、
地
名
は
思
い
出
せ
な
い
。

六
十
人
足
ら
ず
の
小
さ
な
丸
太
小
屋
で
、

も
う
一
棟
あ
っ
た
。

私
の
い
た
小
屋
で
は
本
道
出
身
者
は
二
十
人
で
、
他
の
四
十
人

は
大
阪
出
身
者
だ
っ
た
。
道
路
造
り
や
森
林
伐
採
作
業
に
出
さ

れ
た
が
、
二
十
年
の
冬
は
持
に
寒
気
厳
し
く
、
零
下
六
〇
度
ま

で
低
下
し
、
週
に
六
～
七
人
は
死
亡
し
た
。

高
粱
主
体
の
食
事
で
、
パ
ン
は
一
日
二
百
グ
ラ
ム
く
ら
い
で
、

ノ
ル
マ
達
成
時
に
は
三
百
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
が
、
空
腹
に
耐
え

ら
れ
ず
、
蛇
・
鼠
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
馬
糧
の
燕
麦
を
盗
み
、

ス
コ
ッ
プ
の
上
で
煎
っ
て
食
べ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
空
腹
は
満

た
さ
れ
な
か
っ
た
。
入
浴
は
ド
ラ
ム
缶
で
週
一
回
で
、
衣
服
は
入

ソ
時
の
ま
ま
で
、

厳
寒
期
に
は
綿
入
れ
の
満
服
を
着
せ
ら
れ
た
。

常
時
四
～
五
人
の
ソ
連
兵
に
監
視
さ
れ
て
い
た
が
、
所
内
で
は

日
本
人
の
自
主
管
理
で
あ
っ
た
。

私
は
伐
採
作
業
中
、
丸
太
で
足
を
傷
め
手
術
を
受
け
治
っ
た

が
、
そ
の
後
、
近
傍
の
小
学
校
で
雑
用
や
除
雪
の
軽
作
業
に
就



か
せ
ら
れ
た
の
で
体
力
は
維
持
で
き
た
。

昭
和
二
十
二
年
に
入
っ
て
高
齢
者
、
病
弱
者
の
帰
国
が
優
先

さ
れ
、
同
年
十
月
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
第
三
回
目
の
船
に
乗
せ
ら

れ
、
同
月
十
二
日
に
舞
鶴
港
に
上
陸
、
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
船
中
で
は
、
再
び
い
ず
れ
か
の
ソ
連
領
に
連
行
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
は
消
え
ず
、
船
内
の
同
胞
は
平

穏
を
装
っ
て
い
た
も
の
の
、
心
中
は
激
し
く
動
揺
し
て
い
た
。

大
丸
藤
井
の
会
社
で
は
私
が
初
め
て
の
召
集
者
で
あ
っ
た
の

で
、
召
集
後
、
帰
還
ま
で
私
の
留
守
宅
に
俸
給
が
送
ら
れ
て
い
た
。

現
在
八
十
二
歳
と
な
り
悠
悠
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

軍
隊
時
代
の
写
真
で
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
ソ
連
で
の

抑
留
生
活
は
忌
ま
わ
し
い
一
時
で
あ
っ
た
。

抑

留

記
　 

東
京
都
　
金
子
亮
輔
　 

住

所
　
　
立
川
市
曙
町
三
丁
目
一
一
―
一
九

生
年
月
日
　
　
大
正
十
四
年
八
月
一
日
生

現
役
入
営
　
　
北
支
派
遣
軍
衣
第
四
二
九
五
部
隊

独
立
歩
兵
第
四
十
四
大
隊
入
営
（
昭
和
十
九

年
十
二
月
）

昭
和
二
十
年
六
月
北
支
よ
り
移
動
、
七
月
よ
り
北
朝
鮮
興
南

市
に
駐
屯
す
。
宿
舎
は
日
本
人
高
等
女
学
校
。
毎
日
、
対
米
戦

闘
の
教
育
を
受
け
る
。
演
習
場
は
定
平
郡
竜
口
里
の
ハ
ゲ
山
と

奥
地
で
、
ま
た
昭
和
二
十
年
八
月
八
日
「
ソ
連
が
対
日
宣
戦
布

告
」
の
情
報
が
入
り
、
ソ
連
戦
車
に
備
え
た
が
、
八
月
十
五
日

に
終
戦
と
な
る
。
我
々
は
十
六
日
に
知
る
。

九
月
二
日
ご
ろ
、
武
装
解
除
と
な
る
。
興
南
港
に
ソ
連
の
貨

物
船
が
入
港
す
る
。
日
本
軍
の
糧
秣
や
衣
類
等
を
、
日
本
軍
将

校
を
除
い
て
毎
日
か
り
出
さ
れ
、
倉
庫
よ
り
船
に
使
役
と
し
て

運
ん
だ
。

昭
和
二
十
年
九
月
ご
ろ
、
日
本
へ
帰
国
す
る
の
だ
と
乗
船
命

令
を
受
け
、
ソ
連
兵
が
つ
い
て
い
た
。
連
行
さ
れ
た
所
は
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
、
港
に
上
陸
。
市
内
を
巡
っ
て
対
岸
の
丘
の

上
に
あ
る
ラ
ー
ゲ
ル
（
収
容
所
）
に
。
地
区
は
わ
か
ら
な
い
。

九
月
二
十
日
ご
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
は
九
月
に
入
る
と
日
本
と
異
な
っ
て
寒
い
。
収
容




